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不
平
等
の
将
来
」
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帥
＋
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b
b
●

　
経
済
成
長
や
社
会
変
動
が
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
で
は
「
貧
困
」
や
社
会
不

安
・
不
満
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
増
し
さ
え

す
る
。
特
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
歴
史
状
況
に
お
け
る
「
豊
か
さ
の
中
の
貧

困
」
．
「
繁
栄
せ
る
社
会
に
お
け
る
不
安
、
反
抗
、
闘
争
」
等
は
、
従
来
の
も
の

の
見
方
や
理
論
で
は
な
か
な
か
把
握
し
切
れ
な
い
、
新
た
な
問
題
領
域
を
生
み

落
し
て
き
た
と
い
え
る
．
現
代
に
生
き
る
も
の
と
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
領
域

と
関
心
領
域
か
ら
絶
縁
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ミ
ラ
ー
と
・
ビ
ー
の
本
書

『
不
平
等
の
将
来
』
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
状
況
の
も
と
で
生
き
る
人
々
の
社

会
関
係
と
生
活
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。　

　
　
紹
介
と
批
評

　
本
書
は
、
社
会
的
正
義
や
公
正
の
理
論
的
研
究
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
一
九
六
〇
年
代
の
歴
史
的
社
会
的
状
況
が
、
一
方
で
は
貧
困
層
、
そ
し
て

黒
人
や
ス
ペ
イ
ン
系
等
の
市
民
、
所
謂
「
そ
の
他
の
人
々
」
　
（
．
、
9
①
。
旨
聲
、
．

．
、
。
夢
霞
》
B
＆
β
、
．
。
討
口
≦
耳
霧
呂
夢
Φ
9
貰
笹
昌
¢
9
四
臼
ぎ
琴
①
）
が
平
等
を
要
求

し
、
そ
し
て
力
を
も
ち
出
さ
せ
し
め
た
こ
と
に
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
を
明
ら

か
に
心
よ
か
ら
ぬ
も
の
に
さ
せ
た
が
、
他
方
で
は
こ
の
社
会
の
産
出
物
と
満
足

感
に
つ
い
て
の
現
在
の
配
分
の
公
正
を
め
ぐ
つ
て
出
現
し
て
ぎ
た
論
議
が
人
々

を
さ
い
な
み
、
広
が
つ
て
ぎ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
本
書
で
は
不
平
等
は
経
済
学
的
な
規
定
以
上
の
広
範
な
視
点
か
ら
把
握
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
基
本
的
主
張
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
書
の
第
一

部
で
は
不
平
等
（
置
8
琶
三
旦
の
広
範
な
概
念
化
と
不
平
等
の
傾
向
に
つ
い
て

の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
最
近
経
済
学
者
も
こ
の
不
平
等
問
題
に
つ
い
て

の
関
心
を
再
然
さ
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
等
は
そ
の
不
平
等
を
主
に
所
得
だ

け
に
還
元
し
て
議
論
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
広
範
な
概
念
化

と
分
析
を
通
じ
て
、
ミ
ラ
ー
と
・
ビ
ー
は
不
平
等
の
減
少
の
前
進
や
遅
延
を
測

定
出
来
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
社
会
指
標
（
弩
巨
一
＆
言
醇
¢
）
を
描
き
出
そ

う
と
試
み
て
い
る
．
社
会
指
標
を
不
可
避
的
に
体
制
を
手
助
け
す
る
も
の
で
し

か
な
い
の
だ
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
　
「
よ
り
よ
い
デ
ー
タ
こ
そ
が
よ
い
分
析

と
批
判
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
－
…
そ
の
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目

的
で
あ
る
」
　
（
呂
と
い
う
立
場
を
と
る
．

　
第
二
部
で
は
、
合
衆
国
が
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
不
平
等
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
に
主
た
る
掛
り
合
い
を
も
と
う
と
す
る
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
中
心
的

と
な
る
で
あ
ろ
う
諸
論
点
を
取
り
あ
げ
て
い
る
．
わ
れ
わ
れ
の
前
に
は
、
余
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
一
二
四
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

に
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
の
困
難
が
横
た
わ
つ
て
お
り
、
い
ま
だ
共
通
の
協
議
事
項
、

を
共
有
し
て
な
い
と
し
て
も
、
諸
点
で
の
一
致
は
十
分
あ
り
得
る
。
そ
の
日
程

プ
・
グ
ラ
ム
を
導
き
出
し
得
る
よ
う
に
、
本
書
の
分
析
と
デ
ー
タ
を
活
用
さ
せ

よ
う
と
い
う
の
が
、
著
者
達
の
意
図
で
も
あ
る
。

　
著
者
達
の
簡
単
な
紹
介
を
し
て
お
く
と
、
共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
席
を

お
き
、
ミ
ラ
ー
は
（
一
九
二
二
年
生
れ
で
一
九
五
二
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ソ
で
博
士
号
を

取
得
）
社
会
学
と
教
育
学
の
教
授
、
ロ
ビ
ー
女
史
は
（
一
九
四
二
年
生
れ
）
社
会

学
部
の
特
別
研
究
員
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー
に
は
、
本
書
以
前
に
e
、
、
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暮
貰
豊
話
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さ
て
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
．
本
書
は
不
平
等
へ
の
新
た
な
接
近
を
意
図

し
た
問
題
提
起
の
書
で
あ
る
。
実
に
豊
富
な
デ
ー
タ
を
駆
使
し
つ
つ
、
第
一
部

は
「
貧
困
か
ら
不
平
等
へ
」
（
一
．
宰
。
目
℃
薯
霞
耳
8
冒
①
2
践
§
ド
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ぎ
旨
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ζ
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暑
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①
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房
騨
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留
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嘗
ぎ
ダ
9
曽
毒
乱
鉾
癖
号
ゆ
ロ
三
8
亀
妻
亀
山
巴
長
）
第
二
部
は
将
来
の
社
会

政
策
」
（
一
9
閏
冨
ヨ
ぎ
8
募
賦
蔓
8
響
。
巨
9
彗
蟹
騨
＞
幕
旨
奮
”
汐
薯
一
象
轟

騨
U
Φ
8
鼻
冒
＆
Φ
旨
ピ
Φ
く
①
一
。
h
ピ
三
一
茜
h
。
吋
≧
一
し
P
一
ぎ
ρ
量
一
三
Φ
曾
畢
Φ
9
甲

q
ま
β
菖
o
昌
o
h
＞
唐
Φ
ロ
一
試
雷
噛
一
ω
畳
Ω
o
＜
R
昌
巨
Φ
づ
ダ
悶
3
a
o
目
一
斡
β
含
勺
β
麟
δ
o
o
①
“
国
冒
霞
・

笹
凝
H
馨
＄
）
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
、
合
衆
国
社
会
に
つ
い

て
用
い
ら
れ
分
析
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
検
討
や
順
を
追
つ
た
章
毎

の
紹
介
よ
り
も
、
「
貧
困
か
ら
不
平
等
へ
」
、
「
将
来
の
社
会
政
策
」
と
い
う
本

書
の
二
つ
の
柱
に
そ
つ
て
基
本
的
な
論
点
を
わ
た
く
し
な
り
に
と
り
あ
げ
て
み

た
い
。

　
合
衆
国
に
お
け
る
貧
困
の
「
発
見
」
は
、
そ
の
人
々
が
数
世
代
前
の
人
々
よ

り
も
悪
い
環
境
で
生
活
し
て
い
た
が
故
に
起
つ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
貧

困
は
歴
史
的
で
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
。
「
望
ま
し
さ
」
の
古
い
標
準
は
も
は

や
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
り
、
新
た
な
形
態
の
分
化
と
成
層
化
が
出
現
し
つ

つ
あ
る
。
貧
困
層
の
規
定
は
他
の
集
団
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
の
で



あ
り
、
従
つ
て
、
そ
こ
で
は
「
貧
困
層
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
も
ま
た
問
題
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
膨
㎝
）
．
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
貧
困
は
し
ば
し
ば
主
に
所

得
や
家
計
を
通
じ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
貧
困
と
不
平
等
の
一
次
元

で
し
か
な
い
の
で
あ
つ
て
、
二
〇
世
紀
の
残
り
三
分
の
一
で
は
、
生
活
の
質
を

分
析
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
新
し
い
接
近
法
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
．
す
な
わ
ち
、
貧
困
者
を
社
会
の
他
の
人
々
に
相
対
し
て
遅
れ
遅
れ
に
な
つ

て
し
ま
つ
て
い
る
状
況
と
し
て
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
貧
困
概
念
を
狭
く
限

定
し
た
所
得
概
念
を
越
え
て
政
治
的
、
人
間
的
諸
関
係
の
質
を
も
含
め
て
拡
大

し
て
用
い
る
、
と
い
う
意
味
で
「
成
層
論
的
分
析
」
（
餌
馨
声
壼
。
当
。
霊
一
導
即
マ
、

器
）
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
も
る
）
．
テ
ィ
ト
マ
ス
は
確
か
に
所
得
を

「
時
間
を
通
じ
て
の
資
源
支
配
権
」
（
醤
9
§
轟
こ
。
＜
霞
奮
。
弩
。
①
ω
。
ぎ
二
ぎ
⑦
）

（
図
一
〇
富
旨
言
。
目
詳
唐
仁
聲
　
ぎ
8
ヨ
0
9
馨
匡
げ
昇
一
g
帥
注
の
8
宣
一
〇
げ
導
の
ρ
一
8
⑬
）

と
し
て
規
定
す
る
よ
り
広
範
な
概
念
用
具
を
展
開
し
て
「
資
源
支
配
権
」
　
「
生

活
標
準
の
支
配
権
」
と
い
う
把
握
を
示
唆
し
た
が
、
著
者
達
は
、
そ
れ
を
広
く

個
人
の
政
治
的
役
割
、
自
尊
、
子
供
達
の
機
会
に
も
関
連
さ
せ
て
、
不
平
等
に

つ
い
て
の
基
本
的
視
座
を
位
置
づ
け
る
。

　
か
く
て
、
テ
ィ
ト
マ
ス
、
C
・
ラ
イ
ク
、
T
・
H
・
マ
ー
シ
ャ
ル
等
に
よ
つ

て
示
唆
さ
れ
展
開
さ
れ
て
ぎ
た
「
資
源
支
配
権
」
の
広
範
な
捉
え
方
を
基
本
枠

と
し
て
据
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
著
者
達
の
研
究
は
次
に
進
め
ら
れ
る
。

　
ω
「
望
ま
し
さ
」
　
（
幸
福
）
の
六
つ
の
次
元
と
社
会
指
標
の
検
討
。
ミ
ラ
ー

と
・
ビ
ー
は
、
「
望
ま
し
さ
」
、
逆
に
い
う
と
不
平
等
の
次
元
と
し
て
①
所
得

（
ぎ
。
目
琶
、
②
資
産
（
馨
。
邑
、
③
基
本
サ
ー
ビ
ス
（
富
旨
馨
ぎ
旦
、
④
自
尊

（
邑
マ
Φ
馨
9
）
．
⑤
教
育
と
社
会
移
動
の
機
会
（
8
言
吋
言
巳
馨
覧
需
a
琴
畳
9

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

導
山
m
8
巨
暮
亀
一
蔓
）
、
⑥
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
（
冨
往
。
一
，

冨
一
巨
冒
暴
昌
ま
毒
。
・
。
こ
8
芭
。
亭
馨
匹
夷
）
が
設
定
さ
れ
、
第
二
章
か
ら
第

八
章
ま
で
が
こ
れ
ら
の
各
次
元
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
次
元
に

も
と
づ
く
資
源
配
分
の
現
存
す
る
デ
ー
タ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
、
更
に

進
ん
で
、
現
状
に
と
ど
ま
ら
ず
に
今
後
必
要
だ
と
す
る
社
会
指
標
の
確
認
、
不

平
等
減
少
の
た
め
の
短
期
目
標
の
概
要
、
望
ま
し
さ
の
最
低
水
準
（
巨
ロ
巨
琶

一
①
＜
①
芭
の
規
定
、
デ
ー
タ
と
分
析
の
社
会
政
策
と
の
関
連
等
を
追
求
し
よ
う

と
す
る
．
い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
会
問
題
の
測
定
に
は
価
値
観
が
か
か
わ
り
合

う
し
、
測
定
、
あ
る
い
は
社
会
指
標
は
技
術
的
な
論
争
と
同
様
に
政
治
的
論
争

を
含
む
こ
と
に
な
る
、
と
指
摘
す
る
（
サ
5
。
所
得
は
、
家
計
中
心
的
貧
乏
線

（
従
来
の
貧
困
研
究
の
主
た
る
接
近
法
）
、
比
較
所
得
（
全
国
世
帯
の
平
均
所
得
額
を
標
隼

と
し
て
、
そ
の
標
準
の
五
〇
％
の
額
の
世
帯
を
貧
困
層
、
そ
の
標
準
の
三
三
％
、
あ
る
い
は

二
五
％
を
極
貧
層
と
す
る
）
　
に
よ
る
接
近
法
、
全
国
民
所
得
の
シ
ェ
ア
の
五
分
位

底
辺
層
の
構
成
に
よ
る
接
近
法
を
と
り
あ
げ
て
、
特
に
最
後
の
第
三
の
接
近
に

よ
る
展
開
が
必
要
な
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
所
得
は
、
そ
の
所
得
額
だ
け

で
は
な
く
、
安
定
性
、
さ
ま
ざ
ま
の
特
別
給
付
（
ま
凝
Φ
ぎ
房
騨
・
）
等
か
ら
も

検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
一
面
的
と
な
る
．
こ
の
よ
う
に
し
て
貧
困
層
の
構
成
（
家

計
標
輩
に
よ
る
貧
乏
線
以
下
の
層
を
一
九
七
五
年
ま
で
に
五
％
に
減
少
さ
せ
る
）
、
底
辺

五
分
位
の
人
々
の
占
め
る
所
得
シ
ェ
ア
（
一
九
六
七
年
の
五
．
四
％
か
ら
一
九
七
七

年
の
八
な
い
し
九
％
ま
で
上
昇
さ
せ
る
）
、
白
人
に
対
す
る
黒
人
の
所
得
比
（
一
九
六

七
年
の
六
二
％
か
ら
一
九
七
九
年
の
八
九
％
の
水
準
へ
引
き
上
げ
る
と
い
つ
た
）
短
期
的

な
目
標
の
設
定
が
な
さ
れ
る
．

　
同
様
な
関
心
か
ら
、
資
産
ー
す
な
わ
ち
、
当
座
の
所
得
は
家
族
の
経
済
的
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
（
二
一
四
九
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介
と
批
評

置
を
測
る
に
は
不
十
分
な
指
標
で
あ
り
、
株
式
・
土
地
・
家
屋
等
の
資
産
、
預

金
、
保
険
や
年
金
、
過
去
の
消
費
、
住
居
の
特
徴
（
第
四
章
）
、
基
本
的
サ
ー
ビ

ス
ー
健
康
、
近
隣
生
活
環
境
の
快
適
さ
、
交
通
運
輸
、
法
的
社
会
的
サ
ー
ビ
ス

（
第
五
章
）
が
検
討
さ
れ
て
い
る
．
教
育
と
社
会
移
動
に
つ
い
て
は
教
育
費
用
．

進
学
と
卒
業
、
就
職
、
職
業
移
動
等
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
レ
ソ

ス
キ
ー
や
ダ
ン
カ
ソ
な
ど
の
研
究
に
よ
つ
て
も
教
育
は
社
会
移
動
の
重
要
な
ル

ー
ト
と
み
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
、
社
会
移
動
の
際
の
重
要
な
社
会
区

分
は
肉
体
的
労
働
か
非
肉
体
的
労
働
か
で
は
な
く
て
．
大
学
卒
業
証
書
を
も
つ

て
い
る
か
否
か
、
専
門
的
・
経
営
的
職
業
か
そ
う
で
な
い
か
、
と
い
う
間
で
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
う
冨
巴
．
こ
の
教
育
の
も
た
ら
す
利
益
は
、
経
済
的
な
も

の
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
・
政
治
的
な
も
の
で
も
あ
る
．
合
衆
国
で
は
経
済
的

条
件
に
恵
れ
て
い
な
く
と
も
若
者
に
は
（
教
育
）
機
会
へ
の
扉
は
開
け
放
た
れ

て
い
る
こ
と
が
希
望
で
あ
り
つ
づ
け
て
ぎ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
後
半

に
は
機
会
よ
り
も
所
得
（
経
済
的
条
件
）
が
論
争
点
と
な
つ
た
が
、
七
〇
年
代

に
は
、
障
害
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
の
所
得
を
直
接
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
と

学
校
教
育
を
改
善
す
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ソ
ス
こ
そ
が
も
つ
と
も
重
要
な
論
争
点

と
な
る
だ
ろ
う
。

　
行
政
府
が
た
ん
に
資
源
の
直
接
の
分
与
者
、
あ
る
い
は
保
管
者
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
非
社
会
主
義
社
会
と
い
え
ど
も
そ
の
経
済
を
規
制
し
、
統
制
し
．

方
向
づ
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
従
つ
て
、
経
済
成
長
を
刺

激
し
、
不
況
を
避
け
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
不
可
避
的
に
誰
れ
が
利
益
を
得
る

の
か
、
急
激
な
価
格
上
昇
を
押
え
る
た
め
の
負
担
を
誰
れ
が
負
う
の
か
、
経
済

変
動
に
よ
つ
て
誰
れ
が
不
利
益
を
被
る
の
か
、
と
い
つ
た
間
題
に
か
か
わ
り
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
（
一
二
五
〇
㌧

う
こ
と
に
な
る
。
市
場
の
自
動
性
に
対
し
て
行
政
府
の
役
割
の
増
大
と
い
う
動

き
は
、
政
治
的
決
定
（
箆
三
邑
量
巨
。
量
の
動
態
に
新
た
な
焦
点
を
あ
て
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
政
治
的
地
位
が
資
源
支
配
権
に
与
え

る
影
響
力
の
点
で
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
、
そ
し
て
成
層
の
政
治
的
次
元
が
そ

の
意
義
を
増
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
．
市
場
や
財
産
が
行
政
府
活
動
や
政
治

的
形
成
に
影
響
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
階
級
や
経
済
に
つ
い
て
の
論

争
は
極
め
て
政
治
的
と
な
る
（
質
置
ω
）
．
匹
舘
屏
ミ
。
巴
夢
で
は
な
く
、
．
国
碧
閃

℃
象
輿
．
．
が
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
結
集
的
な
叫
び
と
な
つ
た
の
で
あ
り
、

．
、
ω
冨
毒
ぎ
壽
り
、
．
・
．
、
国
a
｝
。
壽
財
、
．
も
こ
れ
に
並
行
す
る
も
の
で
あ
る
．
経
済
的
地

位
の
改
善
は
政
治
的
地
位
の
前
進
を
常
に
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
（
サ
置
ω
）
．

ミ
ラ
ー
と
・
ビ
ー
は
．
具
体
的
に
は
投
票
（
一
万
ド
ル
以
上
の
高
所
得
集
団
の
投
票

率
は
八
四
・
九
％
、
二
千
ド
ル
か
ら
二
九
九
九
ド
ル
の
所
得
集
団
が
五
七
・
六
％
、
二
千

ド
ル
以
下
の
所
得
集
団
は
四
九
・
六
％
、
更
に
三
千
ド
ル
か
ら
四
九
九
九
ド
ル
の
集
団
で

は
六
二
・
七
％
、
五
千
ド
ル
か
ら
七
四
九
九
ド
ル
の
集
団
で
は
七
二
・
四
％
で
あ
つ
た
）

（
サ
一
康
也
．
代
表
（
議
員
）
、
官
僚
制
（
①
扱
い
方
の
質
ー
宮
冨
ぎ
3
3
摩
芭
警
。
壽
三

。
三
N
9
克
一
聲
審
、
②
プ
冒
グ
ラ
ム
が
有
用
で
効
果
的
な
諸
権
利
の
内
容
を
ど
の
程
度
ま
で

含
ん
で
い
る
の
か
、
③
多
元
主
義
の
問
題
）
、
参
加
、
心
理
的
無
力
感
、
職
場
に
お
け

る
権
力
と
権
威
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
は
価
値
や
手
段
の
一
致
を
意
味
す
る
「
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
終

焉
」
と
い
う
自
画
自
賛
的
見
解
で
幕
が
開
き
、
「
改
革
の
専
門
職
化
」
（
ぎ
胃
。
－

噛
①
裟
8
毘
録
言
亀
器
h
。
馨
）
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
怒
り
、

不
満
、
不
一
致
の
う
ち
に
閉
じ
た
。
そ
し
て
．
多
く
の
市
民
が
重
要
な
決
定
へ

の
低
い
参
加
、
影
響
力
の
無
さ
を
感
じ
は
じ
め
、
特
に
貧
困
層
や
差
別
さ
れ
る



も
の
に
と
つ
て
、
政
治
的
次
元
が
非
常
に
重
要
性
を
も
つ
も
の
に
な
つ
て
い

る
（
）
藁
田
）
。

　
さ
て
、
身
分
的
地
位
と
満
足
感
（
匿
言
¢
即
呂
釜
募
霊
＆
呂
）
に
つ
い
て
は
、

社
会
的
名
誉
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
自
尊
と
い
う
三
つ
の
指
標
が
扱
わ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
社
会
的
名
誉
は
、
仕
事
、
住
居
、
公
的
施
設
、
教
育
等

に
つ
い
て
の
差
別
、
職
業
威
信
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
の
集
団
の
威
信

が
検
討
さ
れ
、
生
活
ス
タ
イ
ル
は
特
定
集
団
の
規
範
と
価
値
に
関
す
る
も
の

で
、
貧
困
層
の
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
生
活
ス
タ
イ
ル
の
異
質
性
が
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
る
．
そ
し
て
、
特
定
集
団
、
特
に
政
府
の
援
助
が
最
も
必
要
な
人
々
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
何
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
国
の
政
治
文
化

に
大
き
く
決
定
さ
れ
る
と
い
え
る
（
質
嵩
・
）
．
自
尊
と
は
、
経
済
的
・
政
治
的
諸

条
件
、
社
会
的
名
誉
、
そ
し
て
生
活
ス
タ
イ
ル
と
の
複
合
で
あ
る
．
幸
福
感
、

仕
事
の
満
足
感
、
（
精
神
的
）
病
気
等
の
調
査
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
こ

う
し
た
背
景
を
物
語
る
わ
け
で
、
「
現
実
的
な
不
平
等
に
つ
い
て
の
統
計
的
デ

ー
タ
に
加
え
て
、
所
得
、
資
産
、
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
移
動
、
教
育
、
政

治
的
地
位
、
身
分
的
地
位
と
い
つ
た
望
ま
し
さ
の
各
次
元
で
の
不
平
等
に
対
す

る
知
覚
と
態
度
に
つ
い
て
の
指
標
が
必
要
と
さ
れ
る
」
（
サ
嵩
ω
）
．
「
自
ら
に
つ
い

て
の
肯
定
的
感
情
の
差
別
的
配
分
が
多
分
に
不
平
等
の
本
質
で
あ
る
」
（
や
一
§
．

　
か
く
し
て
、
ポ
バ
テ
ィ
・
ア
ク
シ
ョ
ソ
論
争
（
零
く
①
吋
蔓
學
巨
密
幕
の
）
を
社

会
的
成
層
の
文
脈
に
置
き
か
え
る
わ
れ
わ
れ
の
努
力
は
、
た
ん
に
一
つ
の
言
葉

を
も
う
一
つ
の
そ
れ
へ
の
翻
訳
で
は
な
い
。
e
わ
れ
わ
れ
は
貧
困
プ
・
グ
ラ
ム

が
よ
り
高
い
標
的
を
ね
ら
う
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
⇔
成
層
的
ア
プ
・
ー

チ
は
、
高
所
得
集
団
が
前
進
す
る
に
つ
れ
て
低
所
得
集
団
に
と
つ
て
の
新
た
な

　
　
　
紹
介
と
批
評

水
準
と
さ
ま
ざ
ま
の
関
心
が
起
つ
て
く
る
が
故
に
、
標
的
の
絶
え
な
い
調
整
を

要
求
す
る
．
日
成
層
的
ア
プ
・
ー
チ
は
経
済
的
目
標
が
唯
一
の
重
要
な
目
的
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
四
わ
れ
わ
れ
は
、
一
次
元
に
お
け
る

変
化
と
転
移
が
そ
の
他
の
次
元
で
の
変
化
を
自
動
的
に
生
み
出
す
も
の
で
な
い

と
考
え
る
。
㊨
成
層
的
ア
プ
β
ー
チ
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
諸
変
数
が
貧
困
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
実
施
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

㊨
わ
れ
わ
れ
は
、
若
者
を
貧
困
か
ら
脱
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
多
く
の
プ
・
グ
ラ

ム
が
若
者
の
生
活
と
社
会
行
動
と
い
う
決
定
的
次
元
を
無
視
し
て
き
た
と
考
え

る
。
㈹
従
来
の
貧
困
論
議
は
二
〇
世
紀
に
お
け
る
再
分
配
と
い
う
関
心
よ
り
も

一
九
世
紀
的
な
貧
窮
や
生
活
維
持
に
つ
い
て
の
関
心
に
よ
つ
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
が
故
に
表
層
的
で
あ
り
、
教
育
に
よ
る
社
会
移
動
に
焦
点
を
あ
て
る
か
、
さ

も
な
く
ば
所
得
維
持
と
仕
事
に
焦
点
を
あ
て
る
か
の
い
ず
れ
か
の
択
一
的
に
な

る
傾
向
が
あ
つ
た
（
寧
一
〇
。
一
－
ω
）
。
完
全
平
等
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
．
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
成
層
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
社
会
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
動
態

と
望
み
得
る
姿
に
つ
い
て
の
理
解
を
要
求
す
る
に
至
る
．

　
6
D
社
会
政
策
と
社
会
変
動
。
わ
れ
わ
れ
の
現
実
の
苦
痛
が
社
会
問
題
を
つ
く

り
出
す
と
同
様
に
、
わ
れ
わ
れ
の
可
能
性
と
現
実
と
の
間
に
存
在
す
る
不
一
致

も
社
会
問
題
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
可
能
性
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
新

た
な
目
標
と
期
待
が
出
現
す
る
。
「
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
は
、
社
会
問
題

の
原
因
で
あ
る
制
度
化
さ
れ
た
行
動
間
の
葛
藤
、
す
な
わ
ち
構
造
的
緊
張

（
鋒
§
弩
毘
鋒
豊
量
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
天
と
地
、
希
望
・
期
待
と
遅

れ
遅
れ
の
現
状
と
の
間
の
距
離
で
あ
る
。
」
（
冒
一
§
．
そ
こ
で
、
ミ
ラ
ー
と
・

ビ
ー
は
不
平
等
か
ら
社
会
変
動
へ
と
論
点
を
移
し
て
将
来
の
展
望
を
展
開
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
（
一
二
五
ご



　
　
　
紹
介
と
批
評

る
．
次
の
一
〇
年
か
ら
三
〇
年
の
範
囲
で
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
実
際

に
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
．
脱
工
業
化
社
会
の
展

望
も
利
害
と
目
的
の
衝
突
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
守
つ
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
．
全
て
の
人
々
に
見
苦
し
く
な
い
現
代
的
な
生
活
水
準
を
与
え
る
と
い
う
点

で
の
快
適
さ
（
聾
Φ
三
σ
奮
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も
、
豊
か
さ
は
、
達
す
る
こ

と
の
難
し
い
新
し
い
期
待
を
ひ
き
起
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
た
と
え
到

達
し
え
た
と
し
て
も
、
葛
藤
を
排
除
し
な
い
だ
ろ
う
。
帰
す
る
と
こ
ろ
、
選
択

と
い
う
困
難
な
論
争
点
が
継
続
し
て
出
現
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
．

　
し
か
も
、
不
平
等
に
つ
い
て
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
認
識
は
、
そ
の
こ
と
が
自

動
的
に
問
題
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
．
不
平
等
の
減
少
は
一

九
七
〇
年
代
に
は
円
滑
に
進
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
た
と
え
最
小
限
の
成
功
が

あ
り
得
る
と
し
て
も
ア
メ
リ
カ
の
優
先
順
位
の
根
本
的
な
再
志
向
（
㊧
冨
身
巴

§
幕
昌
凝
9
＞
幕
旨
導
胃
す
三
亀
が
支
配
的
と
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、

複
雑
で
、
し
ば
し
ば
暴
力
的
な
一
連
の
事
件
を
引
ぎ
起
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
（
暮
旨
ω
さ
。
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
○
年
代
に
お
い
て
は
、
人
々
は
如

何
に
生
ぎ
る
か
、
生
き
る
こ
と
の
目
的
に
ま
す
ま
す
注
意
を
向
け
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
は
学
生
、
知
識
人
、
社
会
活
動
家
と
い
つ
た
相
対
的
に
小
集
団
の
中

に
お
い
て
だ
け
で
な
く
広
範
な
セ
ク
タ
ー
の
人
々
の
間
で
明
ら
か
と
な
り
、
行

政
、
自
由
と
統
制
と
の
均
衡
、
真
実
と
目
的
と
い
つ
た
問
題
に
焦
点
を
あ
て
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
．

　
社
会
問
題
は
こ
れ
ま
で
犯
罪
、
あ
る
い
は
精
神
的
な
病
気
と
い
つ
た
よ
う
な

明
白
な
も
の
（
鼠
夷
置
亀
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
の
で
、
真
実
性
、
不
平
等
、

そ
し
て
個
人
的
自
由
と
社
会
的
安
定
と
の
間
の
均
衡
と
い
つ
た
無
定
形
の
論
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
（
二
一
五
二
）

を
社
会
問
題
と
し
て
扱
う
こ
と
は
混
乱
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
従
つ
て
、
そ

こ
で
は
、
社
会
科
学
が
従
来
の
社
会
問
題
に
提
供
し
て
き
た
解
答
は
適
用
さ
れ

得
な
い
（
質
N
お
）
。
今
後
の
社
会
問
題
を
扱
う
に
は
、
そ
の
ま
ま
専
門
家
の
処

方
箋
に
ゆ
だ
ね
て
し
ま
う
と
い
う
よ
り
も
全
社
会
的
な
展
望
の
も
と
で
、
困
難

に
直
面
し
て
い
る
人
々
と
共
に
、
巨
視
的
な
問
題
把
握
が
可
能
な
よ
う
に
焦
点

を
あ
て
な
お
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
社
会
の
管
理
化
と
硬
直
化
だ
け
で
は
な
く
、
学
問
に
お
け
る
「
パ
ラ
ダ
イ

ム
」
自
体
の
枯
渇
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
問
題
の
社
会
学
に
と

つ
て
も
、
そ
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
は
社
会
の
一
般
的
諸
変
化
に
つ
い
て
の

理
論
を
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
不
平
等
の
将
来
は
ア
メ
リ
カ
社
会
の

一
般
的
特
徴
に
依
存
し
て
い
る
．
よ
り
平
等
的
な
社
会
と
は
、
安
定
し
た
殿
堂

の
欠
点
部
に
つ
っ
か
い
棒
を
す
る
よ
う
な
エ
ソ
ジ
ニ
ア
的
仕
事
で
は
な
く
て
、

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
新
し
い
社
会
を
打
ち
建
て
る
と
い
う
価
値
と
構
造
的

な
課
題
で
あ
る
（
寒
謡
O
－
留
一
）
。
e
ア
メ
リ
カ
の
可
能
性
は
偉
大
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
集
中
さ
れ
た
意
志
が
必
要
と
な
る
が
、
す
で
に
経
済
的
・
社
会
変
動

の
プ
・
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
の
新
た
な
政
治
活
動
と
運

動
が
希
望
を
与
え
て
い
る
。
⇔
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
が
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
、
軍
産
複

合
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
抗
議
に
よ
つ
て
踏
み
し
め
ら
れ
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
は
外
交
政
策
、
軍
事
政
策
の
転
換
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
公
的
費
用
の
大
転
移
の
道
を
ひ
ら
い
た
と
い
え
る
．
㊧
学

生
と
黒
人
の
不
安
は
、
人
々
の
間
に
ろ
う
ば
い
と
社
会
変
化
の
必
要
さ
を
示
し

た
。
四
ま
た
、
変
化
を
求
め
て
い
る
、
重
要
で
、
か
な
り
大
き
な
投
票
者
集
団

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
に
わ
れ
わ
れ
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
正
当
な
一
連
の
優
先
順
位
に
か
な
う
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
富
の
再
配
置
、
人

々
の
底
辺
下
半
部
の
利
益
の
た
め
の
財
と
権
力
の
再
分
配
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の

変
化
に
意
味
さ
れ
て
い
る
道
徳
的
目
的
へ
の
関
心
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
諸
論

点
に
取
り
組
む
力
強
い
政
治
的
な
力
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
．

　
　
　
　
　

　
　
　
　
三

　
　
　
　
（

　
本
書
は
一
九
六
〇
年
代
の
新
し
い
貧
困
や
不
安
の
存
在
と
発
見
に
と
も
な
う

貧
困
研
究
や
社
会
政
策
の
あ
り
方
を
概
括
し
て
、
そ
の
批
判
に
基
い
て
一
九
七

〇
年
代
の
「
不
平
等
」
と
「
よ
り
平
等
な
社
会
」
の
た
め
の
展
望
を
試
み
た
、

い
わ
ば
問
題
提
起
の
書
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
従
つ

て
、
「
貧
困
と
不
平
等
」
、
「
不
平
等
と
社
会
変
動
」
と
い
う
二
つ
の
軸
に
よ
つ

て
わ
れ
わ
れ
の
視
座
を
拡
げ
展
望
を
与
え
て
く
れ
て
は
い
る
が
、
「
不
平
等
」

や
「
社
会
の
一
般
的
諸
変
化
」
に
つ
い
て
の
徹
底
し
た
理
論
的
探
求
は
な
さ
れ

て
い
な
い
．
六
〇
年
後
半
か
ら
今
日
に
至
る
現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
劇
的
な

現
象
や
見
え
に
く
い
諸
変
化
を
「
不
平
等
」
と
い
う
視
座
か
ら
捉
え
直
す
と
い

う
作
業
の
社
会
学
的
な
手
引
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
．

　
著
者
達
が
優
先
順
位
の
再
志
向
に
基
く
「
新
し
い
社
会
」
の
構
築
と
い
う
と

き
、
必
ず
し
も
そ
の
「
新
し
い
社
会
」
の
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
そ
れ
は
、

選
択
を
め
ぐ
つ
て
の
政
治
的
抗
争
、
よ
り
平
等
な
社
会
を
打
ち
建
て
る
と
い
う

価
値
と
構
造
的
課
題
で
あ
る
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
．
従
つ
て
、
こ
の
位
置

づ
け
自
体
、
未
完
の
も
の
で
あ
る
が
、
た
ん
に
社
会
指
標
や
社
会
政
策
の
操
作

に
と
ど
ま
る
「
閉
じ
た
福
祉
社
会
」
論
と
一
線
を
画
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
．
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
性
格
づ
け
る
か
は
、
本
書
を
読
む
側
の
読
み
方
に
も
依

　
　
　
紹
介
と
批
評

る
だ
ろ
う
し
、
著
者
達
も
こ
の
点
を
充
分
掘
り
下
げ
て
論
じ
て
は
い
な
い
。
ま

た
、
望
ま
し
さ
の
六
つ
の
次
元
と
そ
の
各
々
の
社
会
指
標
の
検
討
に
つ
い
て
も

問
題
は
残
つ
て
い
る
．
だ
が
、
ミ
ラ
ー
と
ロ
ビ
ー
は
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る

貧
困
を
と
り
扱
う
に
は
経
済
的
位
置
で
は
な
く
個
人
の
「
生
活
の
質
」
　
（
夢
①

ρ
量
一
ξ
。
コ
蒙
）
こ
そ
が
問
題
と
な
り
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
個
人
の
行
政
府
と

の
関
係
ば
か
り
で
な
く
社
会
の
「
人
々
の
間
で
の
諸
関
係
の
質
」
（
夢
①
β
巴
5

9
邑
豊
8
畳
冨
帥
馨
轟
冨
8
一
Φ
）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
や
一
。。
O
）
、

と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
傾
聴
に
値
す
る
．
そ
れ
ら
の
こ
と
は
現
実
的
不
平
等

に
か
か
わ
つ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
・
心
理
的
な
差
別
と
い
う
人
々

の
根
底
的
諸
関
係
の
中
で
の
障
壁
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
簡
単
に

指
標
化
す
る
こ
と
も
難
し
い
し
、
「
生
活
の
質
」
「
心
」
の
問
題
で
あ
る
と
し
て

切
り
上
げ
て
し
ま
え
る
程
単
純
で
は
な
い
の
で
あ
る
．
広
く
社
会
関
係
の
中
で

不
平
等
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
著
者
達
の
社
会
的
成
層
ア
プ
・
ー
チ
は
、
一
九

七
〇
年
代
に
至
る
歴
史
的
社
会
的
状
況
が
生
み
落
し
た
新
た
な
ア
プ
・
ー
チ
で

あ
る
と
評
価
し
て
よ
い
だ
あ
ろ
う
．
確
か
に
、
本
書
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
対

象
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
諸
条
件
も
異
な
り
比
較
史
的
、
あ
る

い
は
比
較
社
会
学
的
な
捉
え
方
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る

「
平
等
」
「
不
平
等
」
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
も
の
に
と
つ
て
は
多
く
の
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
．
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
理
論
的
、
方
法
論
的

課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
．
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一
九
七
四
年
八
月
）
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